
情報通信機器を用いた診療に関するルール整備に向けた論点 

○「新しい経済政策パッケージ」等の閣議決定の内容や、医師法第20条の解釈の明確化の観点から、今回のルール
整備の対象については、 「D to P」（医師対患者）で行われる「外来・在宅診療」とすることについてどう考えるか。 

○遠隔医療相談の位置づけについて、診断内容の伝達行為等の有無の観点から、一定の基準を示すことについて、
どう考えるか。              

○「遠隔診療」という距離が著しく隔離した状況をイメージさせる名称は、現在の実態とはそぐわないと考えられることか
ら、今回のガイドラインの対象とする診療形態の名称についてどう考えるか。 

○遠隔診療を行う上で最低限守るべき倫理指針を定めることが必要であるといった指摘や海外の事例を踏まえ、ルー
ルの前提となる基本理念および倫理指針について、以下のように整理することについて、どう考えるか。 

１）患者・医師関係と守秘義務 
２）医師の責任 
３）医療の質の確認及び患者安全の確保 

○遠隔診療を行うにあたって、安全性・必要性・有効性の観点からガイドラインを作成する必要があることを踏まえ、
ガイドラインの項目については、以下のように分類することについて、どう考えるか。 

（１）提供場所/急変時対応が 
         可能な体制 
（２）患者の受診場所 
（３）通信環境 
（４）プラットフォーム（端末） 
 
 
 

3.その他  2. 提供体制 1. 適用の基準 

（１）患者との関係性 
    /患者合意 
（２）適用対象 
（３）診療計画 
（４）本人確認 

（１）医師教育 
（２）患者教育 
（３）質評価 
    /フィードバック 
（４）エビデンスの蓄積 

資料３ 
（１）遠隔診療の定義と名称 

（２）基本理念および倫理指針 

（３）ガイドラインの項目について 

（５）薬剤処方・管理 
（６）診察方法 
（７）他の医師との連携 

４）遠隔診療の限界などの正確な情報の提供 
５）安全性や有効性のエビデンスに基づいた医療 
６）患者の求めに基づく提供の徹底 


